
学校名：江戸川区立一之江第二小学校

教科

知

技

鑑

☆ 学

好きなことを

思い浮かべな

がら描くこと

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学

粘土の触り心

地を感じなが

らつくること

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学

ぼ か し た り

引っかいたり

して描く絵を

たのしむ。

主

知

技

鑑

☆ 学

砂や土の触り

心地をたのし

む。

主

知

技

鑑

学

お花紙の手触

りや変化をた

のしむ。

主

知

技

鑑

☆ 学

粘土を積んだ

り並べたりし

て、つくるこ

と を た の し

む。

主

知

技

鑑

学

色水をつくっ

たり並べたり

することをた

のしむ。

主

知

技

ふたりは な

かよし
立 2

紙 コッ プや

紙 づつ を組

み 合 わ せ

て 、二 人組

をつくる。

紙コップや紙

づつの形や飾

りのつくり方

を工夫する。

紙コップや紙づつなどの組み合わせを考えながら、形や色などに気づいてい

る。

仲良しの二人組を意欲的につくったり、友達

と交流したりする学習活動にたのしく取り組

もうとしている。

紙コップ、紙

づつ、色紙、

色画用紙、接

着剤、のり、

カラーペン、

はさみなど

手や体全体の感覚を働かせながら、自分の表したい二人組の表し方を工夫し

て表している。

知

つくった色水の色や容器の形をもとに造形的

な活動を思いつき、自分なりにどのように活

動するか考えている。

共同絵の具、

インク、水、

透明容器、ビ

ニル袋などいろいろな色の色水をつくったり、好きな容器に入れて並べたりするなど、

活動を工夫してつくっている。

☆ 思

色水をつくり

ながら、どん

なことができ

るか考える。

発
つくった色水の色や容器の形をもとに造形的な活動を思いつき、どのように

活動するか考えている。

自分や友達の活動の面白さやたのしさ、表し方などについて感じ取ったり考

えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

色水をつくったり並べたりすることに関心をもち、色水で思いついたことを

表す学習活動にたのしく取り組もうとしている。

ならべて 見

つけて いろ

いろ色水

遊 2

色 水を つく

り なが ら思

い つい た活

動をする。

知

色水のつくり

方や並べ方を

工夫する。

色水をつくったり並べたりすることを通して、混ぜたときや並べたときの形

や色に気づいている。

つんで なら

べて びっく

りしタワー

立 2

粘 土を 積ん

だ り並 べた

り し な が

ら 、つ くり

た いも のを

つくる。

粘土の積み方

や並べ方を工

夫する。

見たことがない形の「びっくりしタワー」をつくることを通して、粘土の形

などに気づいている。

粘土の重さや感触を味わいながら、粘土を積

んだり並べたりして形を変えて、見たことが

ない形をつくる学習活動にたのしく取り組も

うとしている。

土粘土、粘土

板、タオルな

ど粘土に十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚などを働かせ、表したいこ

とをもとに粘土の積み方や並べ方を工夫して表している。

思

積んだり並べ

たりした形か

ら、つくりた

いものを考え

る。

発
粘土を積んだり並べたりしながら、感じたことや想像したことから自分がつ

くりたい形を考えている。

知

互いの作品の面白さやたのしさ、表し方などについて感じ取ったり考えたり

して、自分の見方や感じ方を広げている。

粘土の重さや感触を味わいながら、粘土を積んだり並べたりして形を変え

て、つくる学習活動にたのしく取り組もうとしている。

お花紙の形や色、触り心地をもとに、いろい

ろな並べ方や重ね方を積極的に試しながら表

したいことを見つけ、どのように表すか考え

ている。

お花紙、洗濯

のり、ビニル

袋 、 ビ ニ ル

シート、タオ

ル、ペットボ

トルなど

お花紙の並べ方や重ね方をいろいろ試すなど、表したいことをもとに表し方

を工夫して表している。

☆ 思

並べたり重ね

たりしたお花

紙から、好き

な感じを考え

る。

発
お花紙を並べたり重ねたりしたときの形や色、触った感じなどをもとに表し

たいことを見つけ、どのように表すか考えている。

お花紙の手触りや変化を感じ取ったり自分や友達の表し方を見たりして、自

分の見方や感じ方を広げている。

お花紙の触り心地や変化を味わいながら、飾りをつくる学習活動にたのしく

取り組もうとしている。

おはながみ

かさねて す

かして

工 4

お 花紙 をち

ぎ って 重ね

て 貼り 、光

を 通す と美

し い飾 りを

つくる。

知

お花紙の並べ

方や重ね方を

工夫する。

作品づくりやできた作品を飾ることを通して、触った感じや、重なったお花

紙の形や色などに気づいている。

さらさら ど

ろどろ
遊 2

土 の触 り心

地 を味 わい

な がら 活動

する。

砂や土を掘っ

たり丸めたり

並 べ た り す

る。

自分の感覚や行為を通して、砂や土の形や色などに気づいている。
砂や土の触り心地を存分に味わい、並べる、

つなげる、積む、掘る、水を流すなど、体全

体の感覚を働かせ、友達と協力しながら学習

活動にたのしく取り組もうとしている。

砂や土、水、

バケツ、タオ

ルなど砂や土に十分に慣れ、並べたり、つないだり、積んだりするなど手や体全体

の感覚などを働かせ、活動を工夫してつくっている。

思

砂や土でどん

なことができ

るか考える。

発
砂や土の形や色などをもとに、造形的な活動を思いつき、感覚や気持ちを生

かしながら、どのように活動するか考えている。

知

砂や土の造形的な面白さやたのしさについて感じ取り、自分の見方や感じ方

を広げている。

砂や土の触り心地を味わい、砂や土で表す学習活動にたのしく取り組もうと

している。

クレヨンやパスのいろいろな表し方を積極的

に試すことを通して、そこから生まれる形や

色の美しさ、面白さに気づくとともに、表し

たいことに応じて表し方を選んだり、それら

を組み合わせたりするなど、工夫して表して

いる。

クレヨン、パ

ス、画用紙な

ど
いろいろな表し方を試したり組み合わせたりしながら、表し方を工夫して表

している。

思

こすってぼか

したり引っか

いたりして描

きたいものを

考える。

発
クレヨンやパスをぼかしたり引っかいたりした形や色などをもとに表したい

ことを見つけ、どのように表すか考えている。

クレヨンやパスをぼかしたり引っかいたりした形や色のよさや美しさ、表し

方から自分の見方や感じ方を広げている。

クレヨンやパスをぼかすことや引っかいたりすることで絵に表す学習活動に

たのしく取り組もうとしている。

クレヨン、

パスで らん

らんランド

絵 4

ク レヨ ンや

パ スで ぼか

し たり ひっ

か いた りし

て 、感 じた

こ とや 思い

つ いた こと

を 絵 に 表

す。

☆ 知

クレヨンやパ

スの表し方を

工夫する。

ぼかしたり引っかいたりするなどのいろいろな表し方からクレヨンやパスで

表す形や色に気づいている。

こんにちは

むぎゅたん
立 2

「 むぎ ゅた

ん 」と いう

想 像の 生き

物 を粘 土で

立 体 に 表

す。

ひねったりつ

まんだりして

形 を 工 夫 す

る。

手で粘土の塊へ働きかけることを通して、粘土の形などに気づいている。
粘土の塊からひねったり、つまんだり、伸ば

したり、穴を開けたりする操作を通して、思

いついた形を変えながら表したい想像の生き

物を見つけて、どのように表すか考えてい

る。

土粘土、粘土

べ ら 、 粘 土

板、タオルな

ど
粘土の塊をひねる、つまむ、穴を開けるなど、手や体全体の感覚を働かせな

がら、表し方を工夫して表している。

☆ 思

粘土の形を変

えながら、想

像した生き物

を考える。

発
粘土の塊をひねったりつまんだりしてできた形をもとに、表したいことを見

つけ、どのように表すか考えている。

知

粘土の塊をひねったりつまんだりしてできた形のよさや面白さ、表し方など

について感じ取って、自分の見方や感じ方を広げている。

自分らしい「むぎゅたん」を表すことに関心をもち、粘土に積極的に働きか

けながら立体に表す学習活動にたのしく取り組もうとしている。

十分満足できると考えられる具体的な

姿の例
主な材料・用具

すきなこと

なあに
絵 2

遊 ん だ こ

と 、友 達や

家 族と した

こ と、 好き

な こと をし

て いる 自分

を描く。

知

好きなことの

形や色を工夫

して描く。

絵に表すことを通して、形や色などに気づいている。 自分が好きなことを絵に表す学習活動に強い

関心をもち、たのしく取り組もうとしてい

る。

クレヨン、パ

ス、画用紙、

色画用紙など
表したいことをもとに、形や色、表し方を工夫して表している。

思
描きたい場面

を考える。

発
経験をもとに表したいことを見つけ、形や色を考えたりしながら、どのよう

に表すか考えている。

自分や友達の作品の表したいことや表し方などについて、感じ取ったり考え

たりして、自分の見方や考え方を広げている。

自分が好きなことを絵に表す学習活動にたのしく取り組もうとしている。

令和６年度評価規準

図画工作 学年 第２学年

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準



鑑

☆ 学

仲良しの二人

組をつくって

たのしむ。

主

知

技

鑑

学

動 物 と い っ

しょにいる場

面を描くこと

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学

紙けん玉をつ

くったり、遊

んだりするこ

と を た の し

む。

主

知

技

鑑

☆ 学

絵の具と筆で

のびのびと描

くことをたの

しむ。

主

知

技

鑑

学

新聞紙の手触

りなどを感じ

ながら、変化

させることを

たのしむ。

主

知

技

鑑

学

「お友だち」

をつくること

をたのしむ。

主

知

技

鑑

☆ 学

絵の具をのば

して描くこと

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学

つくって動か

す活動をたの

しむ。

主

知

技

鑑

たからもの

の ものがた

り

鑑 2

宝 物が 大切

な 理由 を考

え て、 友達

に伝える。

宝物の形や色

な ど に 気 づ

く。

身近にあるものを集めることを通して、その形や色などに気づいている。
身近なものを鑑賞する活動を通して、自分や

友達の作品の造形的な面白さやたのしさ、見

方や感じ方の違いを感じ取り、自分の見方や

感じ方を広げている。

宝 物 、 色 鉛

筆、画用紙な

ど自分の気持ちをカードに工夫して表している。

☆ 思

大切な宝物に

している理由

を考える。

発 身近なものにある思い出などから自分のイメージをもっている。

知

身近にあるものの造形的な面白さやたのしさを感じ取り、自分の見方や感じ

方を広げている。

紙コップと透明なコップを動かす仕組みか

ら、変化する絵や形、色などに気づくととも

に、カラーペンの扱いに慣れ、表したいこと

をもとに表し方を工夫して表している。

紙コップ、透

明なコップ、

上 質 紙 、 カ

ラーペン、の

り、はさみ、

洗濯ばさみな

ど

仕組みを試しながら、カラーペンの扱いに慣れ、表したいことをもとに表し

方を工夫して表している。

思

重ねて回すと

絵が変化する

仕組みから、

表したいこと

を考える。

発 仕組みから表したいことを見つけ、どのように表すか考えている。

自分や友達の作品を動かしたり見たりしながら、いろいろな表し方の面白さ

やたのしさを感じ取り、自分の見方や感じ方を広げている。

仕組みに関心をもち、表し方を考えながら、つくって動かす学習活動にたの

しく取り組もうとしている。

コップ くる

くる チェン

ジ

工 4

紙 コッ プに

透 明な コッ

プ を重 ねて

回 転さ せる

こ とで 絵が

変 化す る仕

組 みか ら、

表 した いも

の を つ く

る。

☆ 知

絵の動かし方

や、つくり方

を工夫する。

紙コップと透明なコップを動かす仕組みから、変化する絵や形、色などに気

づいている。

えのぐひっ

ぱレイン

ボー

絵 4

厚 紙 や 段

ボ ール の切

れ 端な どで

絵 の具 をの

ば し、 でき

た 模様 から

絵に表す。

絵の具ののば

し方を工夫す

る。

自分の感覚やへらを引く行為を通して、形や色などに気づいている。
色を選んだり、厚紙の引き方を工夫したりし

て、つくりだす喜びを味わい、絵の具をのば

して絵に表す学習活動にたのしく取り組もう

としている。

絵の具、クレ

ヨン、パス、

画 用 紙 、 段

ボールなどの

厚紙、新聞紙

など

絵の具の色を選んだり、厚紙を動かす勢いや向きなどをいろいろ試したりす

るなど、表し方を工夫して表している。

思

のばした絵の

具の形や色か

ら表したいこ

とを考える。

発
厚紙でのばした絵の具の形や色から表したいことを見つけ、どのように表す

か考えている。

知

自分や友達の作品の面白さやたのしさ、表したいことなどについて、感じ

取ったり考えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい、絵の具をのばして絵に表す学習活動にたのしく取

り組もうとしている。

もんで柔らかくした紙の形や色、感触などの

感じに気づくとともに、手や体全体の感覚を

働かせ、自分の表したい「お友だち」の形や

色、材料の使い方を工夫して表している。

クラフト紙、

色 紙 、 新 聞

紙、接着剤、

はさみなど

手や体全体の感覚を働かせ、紙を柔らかくして自分の表したい「お友だち」

の表し方を工夫して表している。

思

柔らかくした

紙から、つく

りたい「お友

だち」を考え

る。

発
柔らかくなった紙の袋の形や色から自分の表したい「お友だち」を思いつ

き、形や色などどのように表すか考えている。

「お友だち」の形や色、感触などについて、感じ取ったり味わったりし、自

分の見方や感じ方を広げている。

自分の「お友だち」をつくる学習活動にたのしく取り組もうとしている。

ぎゅっとし

たい！ わた

しの「お友

だち」

工 4

紙 をも んで

柔 らか くし

た 紙か ら、

つ くり たい

「 お 友 だ

ち 」を つく

る。

☆ 知

袋の形や色、

材料の使い方

を工夫する。

紙をもんで柔らかくして「お友だち」をつくることを通して、紙の形や色な

どに気づいている。

どんどん か

わるよ 新聞

紙

遊 2

体 全 体 を

使 って 、新

聞 紙で 活動

する。

新聞紙のねじ

り方、裂き方

などを工夫す

る。

新聞紙に働きかけることを通して、変化する形などに気づいている。
積極的に新聞紙に働きかけ、変化した感じな

どをもとにさまざまな造形的な活動を思いつ

き、どのように活動するか考えている。

新聞紙など

新聞紙を折ったり、ねじったり、裂いたりするなど、手や体全体の感覚を働

かせながら、活動を工夫してつくっている。

☆ 思

新 聞 紙 を ね

じったり裂い

た り し な が

ら、どんなこ

とができるか

考える。

発
新聞紙に働きかけることを通して、変化した感じなどをもとに活動を思いつ

き、どのように活動するか考えている。

知

さまざまに変化した新聞紙の感じや表現などの面白さやたのしさを味わい、

自分の見方や考え方を広げている。

新聞紙の触り心地を味わい、手や体全体で新聞紙に働きかけて変化させる学

習活動にたのしく取り組もうとしている。

絵の具を筆で塗る心地よさを体全体で十分に

味わいながら、絵に表す学習活動にたのしく

活動に取り組もうとしている。

共同絵の具、

筆、画用紙、

新聞紙など筆の太さや手を動かす速さや強さによる筆触、色使いなどを試しながら表し

方を工夫して表している。

思

描きたいえの

ぐじまを考え

る。

発
「えのぐじま」などの言葉や絵の具の感触から表したいことを見つけ、どの

ように表すか考えている。

絵の具で描かれた形や色などのよさや面白さを感じ取ったり考えたりして、

自分の見方や感じ方を広げている。

絵の具を筆で塗る心地よさを味わいながら、絵に表す学習活動にたのしく取

り組もうとしている。

えのぐじま 絵 2

筆 をの びの

び と動 かし

て 描き たい

「 えの ぐじ

ま 」 を 描

く。

知

筆使いや色の

組み合わせを

工夫する。

筆をのびのびと動かして描くことを通して「えのぐじま」の形や色などに気

づいている。

ジャンプ！

キャッチ！

紙けん玉

工 4

仕 組み を生

か した 紙け

ん 玉 を つ

く っ て 遊

ぶ。

紙けん玉の形

や色、つくり

方 を 工 夫 す

る。

紙けん玉をつくり、遊ぶことを通して、けん玉の形や色に気づいている。
紙けん玉をつくり、遊ぶことを通して、けん

玉の形や色に気づくとともに、すきな材料を

選んでけん玉を飾ったり、面白い構造やたの

しい遊び方を考えたりするなど、表したいこ

とをもとに表し方を自分なりに工夫して表し

ている。

厚 紙 、 割 り

箸、ひも、ビ

ニルテープ、

カラーペン、

はさみなど

すきな材料を選んでけん玉を飾ったり、面白い構造を考えたりするなど、表

したいことをもとに表し方を工夫して表している。

思

仕組みからつ

くりたい紙け

ん 玉 を 考 え

る。

発
仕組みをもとにつくりたいけん玉を思いつき、どのように表すか考えてい

る。

☆ 知

友達と作品で遊び合い、よさや表し方などについて感じ取ったり考えたりし

て、自分の見方や感じ方を広げている。

けん玉をつくって遊ぶ学習活動にたのしく取り組もうとしている。

動物の形や色、触った感じ、まわりの風景な

どをよく思い出して、動物やそのまわりの形

や色に気づくとともに、表したい場面になる

ように描き方を工夫して表している。

クレヨン、パ

ス、画用紙、

色画用紙など

表したいことをもとに描き方を工夫して表している。

思

描きたい場面

やそのときの

気持ちを考え

る。

発
動物を見たり触れ合ったりしたときに感じたことから表したいことを見つ

け、どのように表すか考えている。

自分や友達の表したいことや表し方に着目して、よさや面白さを感じ取った

り考えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

動物との関わりを思い出して、絵に表す学習活動にたのしく取り組もうとし

ている。

どうぶつさ

んと いっ

しょに

絵 4

見 たり 遊ん

だ りし た動

物 を思 い出

し て絵 に表

す。

☆ 知

描きたい場面

に な る よ う

に、形や色を

工夫する。

動物との関わりを思い出して、動物やそのまわりの形や色に気づいている。

ふたりは な

かよし
立 2

紙 コッ プや

紙 づつ を組

み 合 わ せ

て 、二 人組

をつくる。

仲良しの二人組を意欲的につくったり、友達

と交流したりする学習活動にたのしく取り組

もうとしている。

紙コップ、紙

づつ、色紙、

色画用紙、接

着剤、のり、

カラーペン、

はさみなど

思

どんな二人組

にするか考え

る。

発
紙コップや紙づつの形や色などをもとに、自分のつくりたい二人組を思いつ

き、どのように表すか考えている。

自分や友達の二人組の形や色などについて、感じ取ったり味わったりして、

自分の見方や感じ方を広げている。

仲良しの二人組をつくる学習活動にたのしく取り組もうとしている。



学

宝物を見て、

話し合う活動

をたのしむ。

主

知

技

鑑

☆ 学

自然の材料で

たのしく活動

する。

主

知

技

鑑

学

紙を切るたの

し さ を 味 わ

う。

主

知

技

鑑

学

カッターナイ

フで紙を切っ

てつくること

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学

友達と作品を

見せ合ってた

のしむ。

主

知

技

鑑

学

型紙版画で写

すことをたの

しむ。

主

知

技

鑑

☆ 学

メダルで気持

ちを伝えるこ

と を た の し

む。

主

知

技

鑑

☆ 学

お面をつくっ

たりかぶった

りしてたのし

む。

主

積極的にお面をつくったりかぶる活動に関わ

り、お面をつくることやかぶることの喜びを

味わうとともに、お面をつくってかぶって遊

ぶ学習活動たのしく取り組もうとしている。

お花紙、洗濯

のり、スチレ

ン容器、プラ

ス チ ッ ク 容

器 、 ビ ニ ル

袋、トレイ、

ボウル、はさ

みなど

お花紙や身近な材料などの扱いに十分に慣れるとともに、紙の貼り方を工夫

して表している。

思
つくりたいお

面を考える。

発
なりたいもののイメージを広げて、好きな形や色を選んだり、いろいろな形

や色を考えたりしながら、どのように表すか考えている。

お面をつくることやかぶることを通して、造形的な面白さやたのしさを感じ

取ったり考えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

お面をつくることやかぶることの喜びを味わうとともに、お面をつくってか

ぶって遊ぶ学習活動にたのしく取り組もうとしている。

かぶって へ

んしん
工 6

お 花紙 を重

ね て貼 り、

張 り子 のお

面 をつ くっ

て遊ぶ。

知

形や色、紙の

貼り方を工夫

する。

お面をつくったり、かぶったりすることを通して、お花紙でつくるお面の形

や色などに気づいてる。

まごころメ

ダルを プレ

ゼント

工 4

紙 粘土 でメ

ダ ル を つ

く って 、気

持 ちを 伝え

る。

気持ちが伝わ

るようにメダ

ルの形や色を

工夫する。

紙粘土の型押しをしたり絵の具で着彩したりすることを通して、紙粘土の形

や色などに気づいている。

贈る人の好きなものや、その人に関わること

を積極的に作品に取り入れて、メダルをつく

ることを通して、気持ちを伝える学習活動に

たのしく取り組もうとしている。

紙粘土、共同

絵 の 具 、 ひ

も、りぼん、

身近な材料、

接着剤など

紙粘土や絵の具の扱い方に慣れ、表し方を工夫して表している。

思

贈る人のこと

を思い浮かべ

てメダルを考

える。

発
贈る人のことを思い浮かべてメダルをイメージし、どのように表すか考えて

いる。

知

自分や友達の作品のよさや面白さを感じ取り、自分の見方や感じ方を広げて

いる。

メダルをつくることを通して、気持ちを伝える学習活動にたのしく取り組も

うとしている。

版を写す活動を通して、写るものの形や色に

気づくとともに、自分で考えた形をたくさん

写しながら、版の並べ方や重ね方、写す位置

を試しながら、工夫して表している。

共同絵の具、

版画インク、

画用紙、透明

シート、版画

用具、はさみ

など

版の並べ方や重ね方、写す位置を試しながら、表し方を工夫して表してい

る。

思

写し方を試し

ながら、表し

たいことを考

える。

発
たくさんあったら面白い形を考え、造形的な面白さやたのしさを感じなが

ら、どのように表すか考えている。

自分や友達の表し方のよさや面白さを感じ取り、自分の見方や感じ方を広げ

ている。

型紙版画の表現に関心をもち、版で表す学習活動にたのしく取り組もうとし

ている。

たくさん う

つそう わた

しの 形

絵・版 4

型 紙 を つ

く って 並べ

方 や重 なり

方 など を工

夫 して 版画

に表す。

☆ 知

繰り返しや重

なりなど、写

し方を工夫す

る。

版を写す活動を通して、写るものの形や色に気づいている。

あなで つな

がる 二つの

せかい

絵 6

画 用紙 に穴

を 開け て、

つ なが る二

つ の世 界を

絵に表す。

穴を生かした

絵の描き方を

工夫する。

穴でつながる二つの世界を描くことを通して、そこに生まれる形や色に気づ

いている。

穴でつながる二つの世界を豊かに想像し、表

したいことを見つけ、どのように表すか自分

なりに考えている。

クレヨン、パ

ス、カラーペ

ン、画用紙、

はさみ、カッ

ターナイフ、

カッターマッ

トなど

穴の位置や開け方を工夫したり、描きたい二つの世界の表し方を工夫したり

して表している。

☆ 思

表と裏の二つ

の世界を考え

る。

発
穴でつながる二つの世界を想像し、表したいことを見つけ、どのように表す

か考えている。

知

二つの世界を行き来しながら自分や友達の作品を鑑賞し、そのよさや面白さ

を感じ取り、自分の見方や感じ方を広げている。

自分や友達の作品のよさを味わい、穴でつながる二つの世界を描く学習活動

にたのしく取り組もうとしている。

安全で正しいカッターナイフのもち方、切り

方を意識しながら、切った形をもとに表した

いことを見つけて、自分なりにどのように紙

を切って表すか考えている。

画用紙、色画

用 紙 、 接 着

剤、カッター

ナイフ、カッ

ターマットな

ど

カッターナイフの扱いに十分に慣れ、表したいことをもとに、建物や窓や扉

の開け方を工夫して表している。

☆ 思

どんな形に切

る か 考 え た

り、どんな建

物にするか考

えたりする。

発
カッターナイフで切った紙の形をもとに表したいことを見つけ、どのように

表すか考えている。

自分や友達の作品を見せ合い、その面白さやたのしさを感じ取り、自分の見

方や感じ方を広げている。

カッターナイフで紙を切る快さを味わい、カッターナイフで紙を切って表す

学習活動にたのしく取り組もうとしている。

まどのある

たてもの
工 6

色 画用 紙や

色 造形 紙を

カ ッタ ーナ

イ フで 切っ

て 窓を 開け

る な ど し

て 、建 物を

つくる。

知

建物の形や、

窓の開け方を

工夫する。

カッターナイフで紙を切って窓や扉のある建物をつくることを通して、建物

や窓や扉の形や色などに気づいている。

わくわく

カッターナ

イフ

工 2

カ ッタ ーナ

イ フを 使っ

て いろ いろ

な 線を 切る

活 動 を す

る。

カッターナイ

フの使い方に

慣れる。

カッターナイフで紙を切ることを通して、切ってできた形や色に気づいてい

る。

カッターナイフでいろいろな線を切ること

で、切ってできた形や色に気づくとともに、

カッターナイフの安全で正しい使い方に十分

に慣れ、いろいろな線で切ることやその効果

を試し、工夫して表している。

色画用紙、ホ

チキス、接着

剤、カッター

ナイフ、カッ

ターマットな

ど

安全で正しいカッターナイフの使い方に慣れ、いろいろな線で切ることを試

し、工夫して表している。

思

切ってできた

形から、つく

りたいものを

考える。

発
カッターナイフで切った紙の形をもとに表したいことを見つけ、どのように

表すか考えている。

☆ 知

形や色などをもとに、作品のよさや面白さについて感じ取ったり考えたりし

て、自分の見方や感じ方を広げている。

カッターナイフで紙を切る心地よさを味わい、紙を切る学習活動にたのしく

取り組もうとしている。

自然の材料の形や色、触った感じなどに積極

的に関わりながら、自然の材料を並べたり組

み合わせたりして、思いついたことを表す学

習活動にたのしく取り組もうとしている。

自然の材料、

ひも、紙の粘

着テープなど自然の材料を並べたり組み合わせたりするなど、手や体全体の感覚を働かせ

て、活動を工夫してつくっている。

思

材料の形や色

から、どんな

ことができる

か考える。

発
自然の材料の形や色、触った感じなどをもとに造形的な活動を思いつき、ど

のように活動するか考えている。

活動によって表れた造形的な面白さやたのしさから、自分の見方や感じ方を

広げている。

自然の材料の形や色に関心をもち、思いついたことを表す学習活動にたのし

く取り組もうとしている。

しぜんから

の おくりも

の

遊 2

自 然の 材料

を 集め 、つ

な いだ り組

み 合わ せた

り して 活動

する。

知

材料の並べ方

や 重 ね 方 な

ど、組み合わ

せ を 工 夫 す

る。

自然の材料を集め、並べたり組み合わせたりすることを通して、材料の形や

色などに気づいている。

たからもの

の ものがた

り

鑑 2

宝 物が 大切

な 理由 を考

え て、 友達

に伝える。

身近なものを鑑賞する活動を通して、自分や

友達の作品の造形的な面白さやたのしさ、見

方や感じ方の違いを感じ取り、自分の見方や

感じ方を広げている。

宝 物 、 色 鉛

筆、画用紙な

ど

身近にあるものに関わり、鑑賞する学習活動にたのしく取り組もうとしてい

る。


